
学校番号 ３２６ 

 

令和５年度 府立懐風館高等学校 外国語科（英語） 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 英語表現 ２ 第３学年 

・DUAL SCOPE English ExpressionⅠ 

・Workbook for DUAL SCOPE English 

Grammar in２２Stages スコープワーク２２ 

・Follow Up 英文法[基本]ドリル 

・書いて身につくパターンプラクティス英文法

ワークショップ（桐原書店） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

英語表現は、「書くこと」を中心に総合的な英語力をつける授業です。それぞれの重要文法事項を

理解することはもちろん、それらを使って、実際に表現することに意識して学習しましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅲ」（３単位）及び「英語表現」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・聞いたり読

んだりした

こと、学ん

だことや経

験したこと

に基づき、

情報や考え

などをまと

め、発表す

ることがで

きる。 

・事実と意見

などを区別

して話すこ

とができる 

 

コミュ英Ⅲ 

・インタビュ

ーテスト 

・スピーチ 

 

英語表現 

・インタビュ

ーテスト 

・スピーチ 

・聞いたり読

んだりしたこ

と、学んだこ

とや経験した

こ と に 基 づ

き、情報や考

えなどについ

て、簡潔に書

くことができ

る。 

・内容の要点

を示す語句や

文、つながり

を示す語句な

どに注意しな

がら書くこと

ができる。 

 

コミュ英Ⅲ 

・ライティン

グテスト 

・定期考査 

 

英語表現 

・ライティン

グテスト 

・定期考査 

・事物に関す

る紹介や対

話などを聞

いて、情報

や考えなど

の概要をと

らえること

ができる。 

・事物に関す

る紹介や対

話などを聞

いて、情報

や考えなど

の要点や詳

細をとらえ

ることがで

きる。 

コミュ英Ⅲ 

・リスニン

グテスト 

・定期考査 

 

英語表現 

・リスニン

グテスト 

・定期考査 

・説明や物語

などを読ん

で、情報や

考えなどの

概要をとら

えることが

できる。 

・説明や物語

などを読ん

で、情報や

考えなどの

要点や詳細

をとらえる

ことができ

る。 

コミュ英Ⅲ 

・リーディ

ングテス

ト 

・定期考査 

 

英語表現 

・定期考査 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観点 
コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実施

方法 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」「話すこと」の到達目標

を的確に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「書くこ

と」の到達目標を的確に評価

できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「読むこ

と」の到達目標を的確に評価

できる方法で実施。 

英語の文法や語法を正しく

理解でき、自分で運用できる

かどうかを評価できる方法

で実施。 



上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1 

英語の型で

表現する 

（６時間） 

文型を使った慣用

表現 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・自分の好きなものにつ

いて紹介することを考

える。 

・自分の好きなものにつ

いてペアやグループで

話し合う。 

・自分の好きなものを紹

介することを考えるこ

とができる。 

・コミュニケーションを

取ろうとする積極的な

姿勢があるかどうかを

判断する。 

「外国語表現の能力」 

・自分の好きなものにつ

いて紹介する際の固有

の用語や用法を表現す

る。 

・自分の好きなものを紹

介する際の固有の用語

や用法を用いて、日本

の伝統文化や行事を紹

介する文を作る。 

・自分の好きなものを紹

介する際の固有の用語

や用法を表現できる。 

・自分の好きなものを紹

介する際の固有の用語

や用法を表現できてい

るかどうかを判断す

る。 

「外国語理解の能力」 

・文型を用いた慣用表現

を正確に理解する。 

・補助教材を用いて受け

身の文を理解する。 

・文型を用いた慣用表現

が正確に理解できる。 

・定期テストにおいて、

受け身の文と受け身を

用いた慣用表現が理解

できているかどうかを

判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の好きなものにつ

いて理解する。 

・自分の好きなものにつ

いての文章を読む。 

・自分の好きなものにつ

いて理解できる。 

・自分の好きなものにつ

いて理解できているか

どうかを判断する。 

Lesson 2 

さまざまな

時を表現す

る 

（６時間） 

時制について、 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・内容や表現を工夫しな

がらジェスチャーを説

明する。 

・週末や長期休暇の計画

について、それらの説

明の仕方についてペア

やグループで話し合

う。 

・内容や表現を工夫しな

がら週末や長期休暇の

計画を説明することが

できる。 

・コミュニケーションを

取ろうとする積極的な

姿勢があるかどうかを

判断する。 

「外国語表現の能力」 

・時制を理解して文を作

る。 

・週末や長期休暇の計画

についてわかりやすく

説明する。 

・時制を用いた文を作

る。 

・週末や長期休暇の計画

について説明する。 

・時制を正確に使って文

を作ることができる。 

・週末や長期休暇の計画

についてわかりやすく

説明することができ

る。 

・時制を正確に使って文

を作ることができてい

るかどうかを判断す

る。 

・週末や長期休暇の計画

についてわかりやすく

説明することができて

いるかどうかを判断す

る。 

「外国語理解の能力」 

・時制を理解する。 ・補助教材を用いて時制

の文を理解する。 

・時制の用法を理解する

ことができる。 

・定期テストにおいて、

時制の用法を理解でき

ているかどうかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・週末や長期休暇の計画

に関する特有の意味と

表現があることを理解

する。 

・週末や長期休暇の計画

についての文章を読

む。 

・週末や長期休暇の計画

について理解できる。 

・週末や長期休暇の計画

を理解できているかど

うかを判断する。 



 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 3 

助動詞（６時

間） 

 

助動詞を使った慣

用表現 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・助動詞を作って学校の

ルールについてペアで

話し合う。 

・ペアで決意を発表しあ

う。 

・助動詞を作って学校の

ルールについてペアで

話し合い発表する。 

 

・学校のルールについて

自分の意見を伝えるこ

とができる。 

・ペアで意見を発表しあ

うことができる。 

・コミュニケーションを

取ろうとする積極的な

姿勢があるかどうかを

判断する。 

「外国語表現の能力」 

・学校のルールについて

紹介する。 

・助動詞を使った慣用表

現を使う。 

・学校のルールについて

紹介する。 

・助動詞を使った慣用表

現を用いて文を作る。 

・聞き手にわかりやすい

ように学校のルールを

紹介することができ

る。 

・助動詞を使った慣用表

現を使うことができ

る。 

・聞き手にわかりやすい

ように学校のルールを

紹介することができて

いるかどうかを判断す

る。 

・助動詞を使った慣用表

現を使うことができて

いるかどうかを判断す

る。 

「外国語理解の能力」 

・助動詞を使った文を正

しく理解する。 

・学校のルールについて

正しく理解する。 

・補助教材を用いて助動

詞の文を理解する。 

・学校のルールについて

正しく理解する。 

・助動詞を使った文を正

しく理解することがで

きる。 

・学校のルールについて

正しく理解することが

できる。 

・定期テストにおいて助

動詞の文を理解できて

いるかどうかを判断す

る。 

・学校のルールを読み取

ることができているか

どうかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・学校のルールに関する

特有の意味と表現があ

ることを理解する。 

・学校のルールに関する

英文を読む。 

・学校のルールについて

理解することができ

る。 

・学校のルールについて

理解することができる 

かどうかを判断する。 

Lesson 4 

受動態を使

って表現す

る 

（６時間） 

受動態を使った慣

用表現 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・好きな映画や小説を紹

介する。 

・好きな映画や小説をペ

アやグループで紹介し 

合う。 

・好きな映画や小説を紹

介することができる。 

・コミュニケーションを

取ろうとする積極的な

姿勢があるかどうかを

判断する。 

「外国語表現の能力」 

・受動態を使った文を正

しく理解する。 

 

・受動態を使い、正しく

文を作る。 

・受動態を使い、正しく

文を作ることができ

る。 

・受動態を正確に使って

文を作ることができて

いるかどうかを判断す

る。 

「外国語理解の能力」 

・受動態を使った文を正

しく理解する。 

・補助教材を用いて受動

態を理解する。 

・受動態を使った文を正

しく理解することがで

きる。 

・定期テストにおいて、

受動態を理解できてい

るかどうかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・エンターテイメントに

ついて、各文化圏にお

ける特有の表現や特徴

を理解する。 

・エンターテイメントに

ついて、各文化圏にお

ける特有の表現や特徴

についての文章を読

む。 

・エンターテイメントに

ついて、各文化圏にお

ける特有の表現や特徴

を理解できる。 

・定期テストにおいて、

エンターテイメントに

ついて各文化圏におけ

る特有の表現や特徴を

理解できているかどう

かを判断する。 



 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 5 

不定詞を使

って表現す

る 

（６時間） 

受動態を使った慣

用表現 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・自分の人生のゴールに

ついて考える。 

・自分の人生のゴールに

ついて考え、ペアやグ

ループで話し合う。 

・自分の人生のゴールに

ついて考えることがで

きる。 

・コミュニケーションを

取ろうとする積極的な

姿勢があるかどうかを

判断する。 

「外国語表現の能力」 

・自分の人生のゴールに

ついて文を作る。 

・不定詞の文を正確に作

る。 

・自分の人生のゴールに

関する文を作る。 

・不定詞を用いた文を作

る。 

・自分の人生のゴールに

ついての文を工夫して

作ることができる。 

・不定詞の文を正確に作

ることができる。 

・自分の人生のゴールに

関する文を工夫して作

ることができているか

どうかを判断する。 

・不定詞の文を正確に作

ることができているか

どうかを判断する。 

「外国語理解の能力」 

・不定詞の文を理解す

る。 

 

・補助教材を用いて不定

詞の文を理解する。 

・不定詞の文を理解でき

る。 

・不定詞を理解できる。 

・定期テストにおいて不

定詞の文を理解できて

いるかどうかを判断す

る。 

・定期テストにおいて、

不定詞を理解できてい

るかどうかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・不定詞の特有の表現を

理解する。 

・スポーツ選手に関する

文を読む。 

・新聞記事に特有の表現

を理解できる。 

・新聞記事に特有の表現

を理解できているかど

うかを判断する。 

Lesson 6 

動名詞 

（６時間） 

動名詞を使った慣

用表現 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・自分の大切な人への感

謝の手紙について考え

る。 

・自分の大切な人への感

謝の手紙について考

え、ペアやグループで

話し合う。 

・・自分の大切な人への

感謝の手紙について考

え、ペアやグループで

話し合うことができ

る。 

・コミュニケーションを

取ろうとする積極的な

姿勢があるかどうかを

判断する。 

「外国語表現の能力」 

・動名詞を使って正確に

文を作る。 

・動名詞などを使って文

を作る。 

・動名詞を使って正確に

文を作ることができ

る。 

・動名詞を使って正確に

文を作ることができて

いるかどうかを判断す

る。 

「外国語理解の能力」 

・動名詞の文構造を理解

する。 

・動名詞の文構造を理解

する。 

・動名詞を理解できる。 ・定期テストにおいて、

動名詞を理解できてい

るかどうかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・動名詞の特有の表現を

理解する。 

・動名詞を使った文章を

読む。 

・・動名詞の特有の表現

を理解できる。 

・自分の大切な人への感

謝の手紙を理解できて

いるかどうかを判断す

る。 



 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 7 

分詞 

（６時間） 

分詞 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・各地の名所について紹

介する文を工夫して作

る。 

・各地の名所について紹

介する文を作り、ペア

やグループで発表し合

う。 

・各地の名所について紹

介する文を工夫して作

ることができる。 

・コミュニケーションを

取ろうとする積極的な

姿勢があるかどうかを

判断する。 

「外国語表現の能力」 

・分詞を使って文を作

る。 

・各地の各所について分

詞を使いながら紹介す

る文を作る。 

・分詞を用いた文を作

る。 

・各地の名所について紹

介する文を作る。 

・分詞を使って文を作る

ことができる。 

・各地の各所について紹

介する文を作ることが

できる。 

・分詞を使って文を作る

ことができているかど

うかを判断する 

・各地の各所について紹

介する文を作ることが

できているかどうかを

判断する。 

「外国語理解の能力」 

・各種資料から、対象と

する名所に特徴的な項

目について理解する。 

・各種資料から、対象と

する名所に特徴的な項

目を読み取る。 

・各種資料から、対象と

する名所に特徴的な項

目について理解でき

る。 

・定期テストにおいて、

各種資料から、対象と

する名所に特徴的な項

目について理解できて

いるかどうかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・世界の名所について、

その歴史的背景も含め

て理解する。 

・世界の名所とその歴史

的背景についての文章

を読む。 

・世界の名所について、

その歴史的背景も含め

て理解できる。 

・世界の名所について、

その歴史的背景も含め

て理解できているかど

うかを判断する。 

Lesson 8 

比較を使っ

て表現する

（６時間） 

比較を使った慣用

表現 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・グループで協力しなが

ら自分たちの調べたほ

しいものを比較表現を

使って紹介する。 

・グループで協力しなが

ら自分たちの調べたほ

しいものを紹介する。 

・グループで協力しなが

ら自分たちの調べたほ

しいものを紹介するこ

とができる。 

・コミュニケーションを

取ろうとする積極的な

姿勢があるかどうかを

判断する。 

「外国語表現の能力」 

・倍数表現を使って文を

作る。 

・「最も～だ」と言うとき

の比較表現を使って文

の言い換えをする。 

・倍数表現を使って文を

作る。 

・「最も～だ」と言うとき

の比較表現を使って文

の言い換えをする。 

・倍数表現を使って文を

作ることができる。 

・「最も～だ」と言うとき

の比較表現を使って文

の言い換えをすること

ができる。 

・倍数表現を使って文を

作ることができている

かどうかを判断する。 

・「最も～だ」と言うとき

の比較表現を使って文

の言い換えをすること

ができているかどうか

を判断する。 

「外国語理解の能力」 

・倍数表現を用いた文を

読み、意味を正確に理

解する。 

・倍数表現を用いた文を

理解する。 

・倍数表現を用いた文を

読み、意味を正確に理

解できる。 

・定期テストにおいて、

倍数表現を用いた文を

読み、意味を正確に理

解できているかどうか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・グループで協力しなが

ら自分たちの調べたほ

しいものを比較表現を

使って紹介する。 

・比較を使った文章を読

む。 

・自分たちの調べたほし

いものに関して理解で

きる。 

・自分たちの調べたほし

いものを比較表現を使

って r 買いできている

かどうかを判断する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 9 

関係詞を使

って表現す

る（６時間） 

関係詞を使った慣

用表現 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・日本的な行事について

スピーチをする。 

・日本的な行事について

スピーチを発表する。 

・日本的な行事について

スピーチをすることが

できる。 

・コミュニケーションを

取ろうとする積極的な

姿勢があるかどうかを

判断する。 

「外国語表現の能力」 

・関係詞の文を正確に作

る。 

・関係詞を用いた文を作

る。 

・関係詞の文を正確に作

ることができる。 

 

・関係詞の文を正確に作

ることができているか

どうかを判断する。 

「外国語理解の能力」 

・関係詞の文法内容を正

確に理解する。 

・補助教材を用いて関係

詞を理解する。 

・関係詞を正確に理解で

きる。 

・定期テストにおいて、

関係詞の文法内容を理

解できているかどうか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・日本文化について歴史

や背景について知る。 

・日本文化について歴史

や背景について考え

る。 

・日本文化について歴史

や背景について知って

いる。 

・日本文化について歴史

や背景について知って

いるかどうかを判断す

る。 

Lesson 10 

仮定法を使

って表現す

る 

（６時間） 

仮定法を使った慣

用表現 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・感謝の気持ちを伝える

スピーチをする。 

・感謝の気持ちを伝える

スピーチを発表する。 

・感謝の気持ちを伝える

スピーチをすることが

できる。 

・コミュニケーションを

取ろうとする積極的な

姿勢があるかどうかを

判断する。 

「外国語表現の能力」 

・「まるで～のように」、

「～ならいい［よかっ

た］のに」と言うとき

の表現を正確に使う。 

・「まるで～のように」、

「～ならいい［よかっ

た］のに」と言うとき

の表現を使って文を作

る。 

・「まるで～のように」、

「～ならいい［よかっ

た］のに」と言うとき

の表現を正確に使うこ

とができる。 

・「まるで～のように」、

「～ならいい［よかっ

た］のに」と言うとき

の表現を正確に使うこ

とができているかどう

かを判断する。 

「外国語理解の能力」 

・as if～と I wish～の表

現の使い方と、それら

を使うべき場面につい

て理解する。 

・補助教材を用いて as if

～と I wish～の表現の

使い方と、それらを使

うべき場面について理

解する。 

・as if～と I wish～の表

現の使い方と、それら

を使うべき場面につい

て理解できる。 

・定期テストにおいて、 

as if～と I wish～の表

現の使い方と、それら

を使うべき場面につい

て理解できているかど

うかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・お世話になった先生や

友人に感謝するときに

特有の表現を理解す

る。 

・お世話になった先生や

友人に感謝するときに

特有の表現について学

ぶ。 

・お世話になった先生や

友人に感謝するときに

特有の表現を理解でき

る。 

・お世話になった先生や

友人に感謝するときに

特有の表現を理解でき

ているかどうかを判断

する。 


